
令和５年度 第１０回 津有区地域協議会 

次 第 
 
                    日時：令和 6年 2月 26日(月) 午後 6時 30分～ 

                    会場：津有地区公民館 大会議室 
 

                                   延べ 50分 
 

１ 開  会                                   
                               【2分】 

 

 

 

 

２ 議  題                                   
⑴ 自主的審議事項                              【40分】 

・戸野目小学校における下校時の路線バス待ち時間の解消について 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 報告事項                                      【5分】 

・地域独自の予算の事業一覧について 

 

 

 

 

 

 

 

３ そ の 他                                   
⑴ 次回開催日の確認等                                                     【3分】 

【第１１回地域協議会】 

 日時 ：３月２５日（月） 午後６時３０分～ 

 会場 ：津有地区公民館 大会議室 

 内容 ：4年間の総括、次期委員への申し送り事項の確認 

 

⑵ その他 

                         

４ 閉  会                                   



(案) 
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 令和 6 年 月 日 

上越市長 中川 幹太 様 

 

                             津有区地域協議会 

                              会長 藤本 孝昭 

 

戸野目小学校における下校時の路線バス待ち時間の解消について（意見書） 

 

 上越市地域自治区の設置に関する条例第 7 条第 1 項の規定に基づき、戸野目小学校に

おける下校時の路線バス待ち時間の解消について自主的に審議した結果、下記のとおり

意見がまとまりましたので提出いたします。 

 

記 

 

 戸野目小学校には、現在 130人の児童が通学しており、全体の約 24％に当たる 31人

が登下校に路線バスを利用しています。バスは 2路線あり、くびき野バス高田・浦川原

線（四辻町方面）は 21人（うち 6人は冬期間のみ）、同高田・くびき駅線は 10人が利

用している状況です。 

 学校周辺の町内会では、児童の登下校時に「子どもの見守り活動」として街頭立哨活

動を行っています。これは児童の健全育成に高い関心を寄せている表れであり、換言す

れば地域コミュニティの醸成にとって児童は欠かせない存在です。 

 児童の路線バス利用に関して、かねてより懸案が生じています。下校時刻とバスの発

車予定時刻に開きがあることです。曜日や学年によって差はありますが、毎日 1 時間な

いし 1時間 20分程度、児童は校内でのバス待ちを余儀なくされています。 

 児童にとって、早く帰宅し自宅で過ごすことは身体的疲労を回復させるだけでなく、

精神的な面で安らぎを得るためにも重要であり、6 年間の累計時間に思いを巡らすと、

その影響は計り知れないものがあります。 

 戸野目小学校では、長年にわたり市に対して路線バスの増便を要望していますが、未

だ実現に至っていません。 

 津有区地域協議会では、本件を地域の課題と捉え、調査及び審議を進めた結果、次の

とおり提案します。 

資料１ 
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戸野目小学校における下校時の路線バス待ち時間の解消について 

 

 現状の改善には、既に取り組まれている路線バスの増便を最も望みますが、次善策と

して次の 2 点を提案します。これらの取組は、教職員の業務改善においても効果がある

と考えます。 

 

1. スクールバスの利用 

 令和 7 年度の諏訪小学校との学校統合によって、当該校区の児童の通学手段とし

てスクールバスが運行される場合、戸野目小学校区の路線バス利用地区（荒屋、市

野江、虫川、四辻町、上野田）の児童の下校手段としても運用する。 

 

2. 地域事情に合わせたスクールバスの運行計画の策定 

 戸野目小学校区は路線バス 2 路線が別方向に運行されており、広範な学校区と言

える。これは 2 つの分教場（分校）が設置されていた小学校の歴史からも見て取れ

る。 

 この現状に鑑み、前述したスクールバスの利用が可能な場合は、乗車定員や運行

経路・運行回数等について適切な措置および対応を示した運行計画を策定する。 
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(1) 現状と課題  

 戸野目小学校の荒屋方面および四辻町方面から通学する児童は、路線バスを利用

している。 

○ 通常課程の日 

· 現状では、荒屋方面、四辻町方面とも 5限終了後に直ちに帰宅するために利用

するバスがない。 

· 児童は 6限終了後に利用するバスの発車時刻まで 1つの教室に集まってバス待

ちをしている。 

· 教職員がバス待ちの児童の管理のため、見守りをしている。 

○ 早帰り課程の日 

· 早帰り（始業式、終業式、個別懇談等）の日には、荒屋方面のバスがない。 

· 荒屋方面の家庭には保護者の迎えをお願いしている。（年 12回程度） 

· 給食を実施しない日には荒屋方面、四辻町方面とも保護者の迎えをお願いし

ている。(年 3回程度) 

  

(2) 参考データ 

○ 下校バス時刻（R5 

○ 年度） 

   荒屋方面 ①15:59  四辻町方面 ①13:09 ②15:54 ③16:44 

 

○ 下校時刻と待ち時間一覧 

 区分  対象者 下校時刻  待ち時間 
その他児童 

の下校時刻 

月曜日 全校児童 14：35 1時間 20分 

火曜日 1、2年生 14：55 1時間 3～6年 15:45 

(委員会) 1～4年生 14：55 1時間 5～6年 15:45 

(クラブ) 1～3年生 14：55 1時間 4～6年 15:45 

水曜日 1～3年生 14：55 1時間 4～6年 15:45 

木曜日 全校児童 14：35 1時間 20分  

金曜日 1～3年生 14：55 1時間 4～6年 15:45 

 

 

別 紙 
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○ 位置図 

 

 

 

戸野目小学校 

上野田 

四辻町 

別 紙 

※黄色部分は諏訪小学校区 

市野江 

荒屋 

虫川 


